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子供の「自己有用感」を育む 
 

 この数年、子供たちの様子に何となく自信のなさを感じることが時折あります。With コ

ロナも相俟って、「自己有用感」がもてない子が増えているのではないかと気になります。 

 

「自己有用感」とは、「自分のしたことが他人から認められている」「他の人の役に立っ

た」「喜んでもらえた」など、他の人から認められて生まれてくる感情をいいます。この“他

の人から”という視点が子供の自信になったり、自分を肯定的に見たりすることにつなが

ります。 

 

国立教育政策研究所の『生徒指導リーフ』によれば、「自分と他社（集団や社会）との関

係を自他ともに肯定的に受け入れられることで生まれる、自己に対する肯定的な評価」と

位置付けられています。「自尊感情」や「自己肯定感」などとは異なるそうです。外国に比

べ、日本の児童生徒の場合には、自分に対する他者からの評価が大きく影響し、「褒めて（自

信を持たせて）育てる」という発想よりも、「認められて（自信をもって）育つ」という発

想のほうが、子供の自信が持続しやすいと言われています。 

 

 もちろん、小学生は１年生から６年生まで学年の幅

が大きいため、同じような関わりをするわけにはいき

ません。親や教師、周りの人が、大事に思っていると

いうことやあなたがいることで私は幸せだというメッ

セージを送り続けることで、子供たちの自己有用感は

育つのではないでしょうか。 

 

 自己有用感は、人と人とのつながりの中で、とてもプラスになる感情です。生きる力に

つながります。誰かに認められることは、子供に限ったことでなく、われわれ大人でも嬉

しいものです。自分が誰かの役に立っている、とか、自分が必要とされている、などと感

じる場面があれば、意欲が湧いてきます。「いつもありがとう」「よくやってくれたね」と

いった言葉やメッセージだけでも元気が出ます。学校や家庭、地域でも、お互いに相手の

存在の大切さを認める言葉かけを増やしていきたいものですね。  

                     （文責 校長 吉見祐悦） 
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◇ 学校の誕生日 ６年 代表児童 ～１２周年創立記念式～ 

  大森小学校「１２周年」おめでとうございます。記念すべ

き、この大切な日を皆さんで迎えることができ、とてもうれ

しく思います。また、私達６年生は１２歳で大森小学校と同

い年でもあります。私たちも大森小学校もまだまだ若いです

が、大森小学校には誇るべき、素晴らしいところはたくさん

あります。 

 まず、このピカピカのきれいな校舎です。皆さんの教室や

この体育館を見てください。とてもきれいだと思いませんか。

それは皆さんが丁寧に掃除をしているからだと思います。感

謝を込めて掃除をしているからこそ、こんなにもきれいな校舎になっています。ま

だ１２年しか経っていないということもありますが、このピカピカの校舎は誇るべ

きところです。これからも丁寧に掃除をして、このきれいな校舎を、１０年後２０

年後とつなげていきましょう。 

 次に素晴らしいのは、チームワークです。運動会や七夕集会などの行事では、学

年関係なく協力して作り上げていくことができ、他ではなかなか見られない私達だ

けの自慢だと思います。今年、スマイルプロジェクト委員会では「なかよしの日」

というものを作っています。新型コロナウィルスの影響で、なかよし班との交流が

減ってしまいました。しかし、「なかよしの日」を通して、仲良し班との交流が増え、

みんなの仲がもっと深まっていってほしいと思います。これまで以上に、大森小学

校のチームワークをもっともっと深めていきたいです。 

 最後に、今年度の大森小学校のスローガンは「つながる心」です。私達大森っ子

一人一人の心をつなげ、六つの色を輝かせていきましょう。そして、元気いっぱい

で、何事にも本気で、笑顔あふれる大森小学校を創り上げていきましょう。 

 

◇ よりたくましく、より元気に ～5 年生宿泊体験学習～ 
 9 月 8 日から一泊二日の宿泊体験学習を朝日少年自然の家で行ってきました。心

配された天候の中でしたが、ミノムシビバークや火起こしをしての炊飯活動、キャ

ンプファイヤー等、予定通りの活動を実施することができました。自然の冒険では、

急な崖を恐怖心いっぱいで下ったり友達からの応援をもらいながら崖を上ったりし

ました。これまで以上に友達の支えを感じたのではないでしょうか。保護者の皆さ

んのご協力ありがとうございました。 

      炊飯活動「なかなか火がつかないよ～」 

崖下り「下が見えないよ～」 

 

 

 



◇ 「共に 仲間と協力、最高の運動会」 ～運動会結団式～ 

秋晴れの日に、運動会結団式をグラウンドで行いました。今年は「子ども達で

創る運動会」を指導の目標に掲げ、子どもの活躍の場をつくっていきます。子ど

も達は運動会テーマ「共に 仲間と協力、最高の運動会」にむけ、これから準備

や練習に取り組みます。運動会は 11 日からの徒競走の期間と 15 日（土）の団

体種目と表現、応援合戦の 2 部制で行います。 

左）開式の言葉 

右）実行委員長と 

スローガン 

 

下１）応援団長 

下２）赤白応援団 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 「た～んとほおバルフェスタ」に参加します！！ 

～６の３総合的な学習～ 
10 月 8 日（土）は東根市役所付近で「た～んとほお

バルフェスタ」が開かれます。6 年 3 組は「ひがしね交

流プラザ」において、東根市商工会青年部とコラボ企画

「カップ祭り」に協力しています。子ども達の活躍を見

に、是非、足を運んでください。お待ちしています。ホ

ームページにも掲載していますので、そちらもご覧くだ

さい。 

 

 



 

 

※今後の新型コロナウイルス感染状況により、行事の変更がある 

ことをご了承ください。 

日 曜 校内行事 

10/10 月 スポーツの日 

１１ 火 徒競走（3,4,5 年） ＡＬＴ 

１２ 水 徒競走（1,2,6 年） ＡＬＴ 

１３ 木 尿検査（5,6 年） ＡＬＴ 

１４ 金 午前授業（１～５年） 運動会前日準備（６年） 立哨 ＡＬＴ 

１５ 土 第１２回秋季大運動会 

１６ 日 秋季大運動会予備日① 

１７ 月 秋季大運動会予備日② 振替休業日（10/15） 

１８ 火 運動会解団式 視力検査週間（3,4 年,りんご） ＡＬＴ 

１９ 水 ＩＳＯ クラブ 町探検（２年）人権の花植栽運動（４年）ＡＬＴ 

２０ 木 ＩＳＯ フッ素洗口 ＡＬＴ 

２１ 金 全校芋煮会 ＡＬＴ 

２２ 土  

２３ 日  

２４ 月 学力向上学校訪問 授業研究会 視力検査週間（1,2 年）ＡＬＴ 

２５ 火 午前授業 ＰＣ学習 職員会議 ＡＬＴ 

２６ 水 委員会活動⑨ なかよしの日 ＡＬＴ 

２７ 木 尿検査（二次） フッ素洗口 代表委員会 ＡＬＴ 

２８ 金 １年遠足 ＡＬＴ 

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月 視力検査週間（5,6 年） 

１１/１ 火 安全点検 朝会 ＡＬＴ 

２ 水 クラブ 学校訪問 

３ 木 文化の日 

４ 金  

５ 土  

６ 日  

７ 月  

８ 火 特別日課（給食・弁当なし） ＡＬＴ 地区教育研究会 

９ 水 ＡＬＴ 

１０ 木 市小学校合同音楽交流会（オンライン） フッ素洗口 

１１ 金  


